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　夫の没後に刊行されたThe Computer and the Brainの序でClara von Neumannが述べてい
る． Silliman Lectureの本稿は痛みに耐え， 不安と期待の日々に書かれたと． 1957年2月8日 巨星
John von Neumann, 骨癌のためWalter Reed陸軍病院において身罷る． 53歳．
　表題から生物関係の特集かと見紛うが， 実は自然言語処理．特集は「ポストゲノム時代に高ま
るバイオ自然言語処理への期待 :バイオ自然言語処理最新事情」（永野秀尚，高木利久，前田英
作エディタ）である．膨大な文書群からバイオ関係のデータを自動的に汲み取る話．
　確定申告の季節到来．インターネットでの申告に昨年トライし，あえなく敗退す．ネットだけ
で申告する事態になったら如何せん．高齢者はネットに不慣れだ．だが「アクセシビリティの現
状と展望―JIS化とその影響―」（島田孝宜他）を見ると，世間はその方向に加速している．
　天野富夫の「Webサービスのパターンとベストプラクティス」ではどのビジネスパターン，
アプリケーション統合パターンにも対応可能であり，経験上有効な実装法があるという．
　アクセシビリティが改善され，Webサービスのアプリが使えるようになっても，フレキシ
ブルでセキュアなインフラが不可欠．それがどう進展するかは「サイバーソサイエティを実
現する仮想網技術の動向」（今瀬真他）を見て欲しい．
　新連載「組込みソフト産業の実態と開発の課題」が始まる．今や組込みシステムなしの人工物
は見当たらぬ．「人工」とはすなわち IC+μプログラム制御といえよう．第1回は大原茂之の「日
本の組込みシステム産業と技術者育成の課題―統計データに見る実態と見える課題―」.

　アメリカ ITまわりは藤崎哲之助が「ユーティリティ・コンピューティング」を紹介する．まぁ
IT資源のレンタカー版とでもいおうか．使っただけ料金を払うモデルだが，一方電話の掛け放
題（バイキング方式）が好まれることもある．いろいろあるから面白いのかも．
　プロムナードは田中哲朗で「怪物を閉じ込める」だ．白状すればこの問題に一度挑戦するも，
編集子の考え方では複雑になりすぎ自滅．交差する線分を交点で分割することや，本文のアル
ゴリズムにある3つの方針が味噌らしい（「複雑な手続きを設計していると思ったら，確実にど
こか違っている」Jerry Sussman）．連載も3年目だと難しい問題しか残っていない．
　知らず，検索エンジンがかくも多いとは！「ヒントを与えてくれる検索エンジン」（生活向上
委員会）に登場する多くのエンジンを二宮恵はどうやって検索したのか？
　情報技術と教育「変わるもの，変わってはいけないもの」で当麻喜弘は日米間の実力差は練習
の量的，質的差によるという．アメリカの教科書の練習問題の量はすごい．効率からいうと英
国のオックスフォード，ケンブリッジなどのチューター制度は低効率の最たるものであろう．
　そのケンブリッジから随時連載「欧州の IT技術とビジネス」の初回「ケンブリッジ大学の技術
とビジネスへの適用」（箕浦大祐）が届く．起業熱の盛んな町というが，Enigma暗号解読でもこ
この卒業生が活躍し，EDSACも作った．好奇心旺盛な大学なのでさもありなんと思う．
　アメリカのケンブリッジにはMITがある．名著名論に登場するWinogradは1970年頃Shrdlu

（平賀譲）をMIT AIラボで実験した．Vision（安藤広志）を著したMarrは1973年からAIラボに
いたから，編集子とは同じ時期に同じビルの上下にいたことになる．
　冬ソナも見ぬ編集子は韓国事情にうといが，矢野直明の書く「オンライン情報発信における日
韓の差は双方向性の有無」（日本の IT事情）によると，韓国の読者は元気らしい．本会誌はオン
ライン発信ではないが，各記事にメイルアドレスはある．でも経験上，読者から直接メイルを
貰った記憶はない．日本の学生がほとんど質問しないのと同じか．
　アジア ITは「モンゴル，ネパール，スリランカ」（占部浩一郎他）に来た．どこの国にも「e -

わが国」があるらしい．しかし日本語ほど「e - 」にすばらしい意味がある国はない．44%の識字
率で，パソコンインタフェースの現地語化は大変だろう．（1023）
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